
はじめての経済学入門講座
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 マクロ経済学
け い ざ い が く

 -経済
けいざい

の病気
びょうき

を治
なお

す法
ほう

- 

 

1．経済
け い ざ い

の健康状態
けんこうじょうたい

 -完全雇用均衡
かんぜんこようきんこう

- 

「健康
けんこう

な経済
けいざい

」とは、総 供 給
そうきょうきゅう

と総需要
そうじゅよう

が完全雇用水準
かんぜんこようすいじゅん

で均衡
きんこう

してい

る経済
けいざい

のことです。このとき、経済社会
けいざいしゃかい

は物価
ぶ っ か

の安定
あんてい

と完全雇用
かんぜんこよう

（失業者
しつぎょうしゃ

ゼロ）を実現
じつげん

しています。 

逆
ぎゃく

に、「病気
びょうき

の経済
けいざい

」とは、不完全雇用水準
ふかんぜんこようすいじゅん

で均衡
きんこう

している（完全雇用
かんぜんこよう

水準
すいじゅん

では均衡
きんこう

していない）経済
けいざい

のことです。このとき、経済社会
けいざいしゃかい

は物価
ぶ っ か

が

不安定
ふあんてい

で、雇用問題
こようもんだい

（失業
しつぎょう

）を抱
かか

えています。 

経済
けいざい

が病気
びょうき

（インフレ、デフレ、スタグフレーション）のときには、いずれ

も「完全雇用水準
かんぜんこようすいじゅん

で不均衡
ふきんこう

」な状 態
じょうたい

に 陥
おちい

っています。これを治療
ちりょう

するに

は、需要
じゅよう

の過不足
か ふ そ く

を調整
ちょうせい

する方法
ほうほう

が採
と

られます。 

需要
じゅよう

を調 整
ちょうせい

するのは、短期的
たんきてき

な効果
こうか

が期待
きたい

できるからです。一方
いっぽう

、供 給
きょうきゅう

（生産構造
せいさんこうぞう

の変更
へんこう

）を変
か

える方法
ほうほう

は、時間
じかん

がかかることから、効果的
こうかてき

な手段
しゅだん

として選
えら

ばれません。 

このように、完全雇用水準
かんぜんこようすいじゅん

での均衡
きんこう

を目
め

指
ざ

して、政府
せいふ

が 行
おこな

う政策
せいさく

のこと

を経済政策
けいざいせいさく

といいます。経済
けいざい

政策
せいさく

の目的
もくてき

は、経済
けいざい

を健康
けんこう

な状 態
じょうたい

へ 導
みちび

く

ことです。物価
ぶ っ か

の安定
あんてい

と完全雇用
かんぜんこよう

の実現
じつげん

を目指
め ざ

しています。 

講師
こうし

 ： 有馬
ありま

秀次
ひでつぐ

 

完全雇用
か ん ぜ ん こ よ う

 

みんな 働
はたら

けて、 

所得
しょとく

があるよ！

物価
ぶ っ か

の安定
あんてい

 

いつでも 食 糧
しょくりょう

が

手
て

に入
はい

るよ！

インフレ デフレ 
不均衡
ふきんこう

 

スタグフレーション

需要
じゅよう

を調整
ちょうせい

 

景気調節
けいきちょうせつ

 

供 給
きょうきゅう

 
経済政策
け い ざ い せ い さ く

 

健康
け ん こ う

！ 完全雇用均衡
かんぜんこようきんこう

 



 

2．経済政策
け い ざ い せ い さ く

 -財政
ざいせい

政策
せいさく

と金融
きんゆう

政策
せいさく

- 

経済
けいざい

政策
せいさく

とは、物価
ぶっか

の安定
あんてい

、雇用水準
こようすいじゅん

の維持
い じ

、最適
さいてき

な資源配分
しげんはいぶん

、所得
しょとく

の

再分配
さいぶんぱい

などの経済
けいざい

の目 標
もくひょう

を達成
たっせい

させるための政府
せいふ

の政策
せいさく

のことです。 

金融政策
き ん ゆ う せ い さ く

 財政政策
ざ い せ い せ い さ く

 経済
けいざい

政策
せいさく

は、大
おお

きく、財政
ざいせい

政策
せいさく

と金融
きんゆう

政策
せいさく

にわけられます。 

財政
ざいせい

政策
せいさく

は、需要
じゅよう

に直 接 働
ちょくせつはたら

きかける方法
ほうほう

です。一方
いっぽう

、金融
きんゆう

政策
せいさく

は、

需要
じゅよう

に間接的
かんせつてき

に働
はたら

きかける方法
ほうほう

です。 

◆ 財政
ざいせい

政策
せいさく

とは何
なに

か 

財政
ざいせい

政策
せいさく

とは、政府
せいふ

が公共事業
こうきょうじぎょう

の拡大
かくだい

（または 縮 小
しゅくしょう

）や増税
ぞうぜい

（また

は減税
げんぜい

）をすることによって、需要
じゅよう

の拡大
かくだい

や抑制
よくせい

を図
はか

る政策
せいさく

のことです。 

財政
ざいせい

政策
せいさく

の手段
しゅだん

は、（1）フィスカル・ポリシー、（2）ビルトイン・ス

タビライザーにわけられます。 

◆ 金融
きんゆう

政策
せいさく

とは何
なに

か 

金融
きんゆう

政策
せいさく

とは、日本銀行
にっぽんぎんこう

が利子率
り し り つ

を変
か

えることによって、マネーサプラ

イ（世
よ

の中
なか

のお金
かね

の 量
りょう

）を調 節
ちょうせつ

する政策
せいさく

のことです。利子率
り し り つ

の変更
へんこう

は、民
みん

間投資
かんとうし

に影 響
えいきょう

を与
あた

えます。 

金融政策
きんゆうせいさく

の手段
しゅだん

は、（1）金利政策
きんりせいさく

、（2）オペレーション（公開市場操
こうかいしじょうそう

作
さ

）、（3）法定準備率操作
ほうていじゅんびりつそうさ

に大別
たいべつ

されます。 

金融
きんゆう

政策
せいさく

では、このような民間投資
みんかんとうし

を刺激
しげき

、または抑制
よくせい

する方法
ほうほう

を使
つか

っ

て、間接的
かんせつてき

に需要
じゅよう

の拡大
かくだい

や抑制
よくせい

を図
はか

ります。 

公共事業
こうきょうじぎょう

の拡大
かくだい

・縮 小
しゅくしょう

増税
ぞうぜい

・減税
げんぜい

 

日本銀行
にっぽんぎんこう

が 

マネーサプライを調節
ちょうせつ

 

財政
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政策
せいさく

の手段
しゅだん
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3．財政
ざ い せ い

政策
せ い さ く

（1） -フィスカル・ポリシー- 

 

フィスカル・ポリシー（裁量的財政政策
さいりょうてきざいせいせいさく

）とは、景気調節
けいきちょうせつ

のために政府
せ い ふ

が意図的
い と て き

に実施
じ っ し

する政策
せいさく

のことです。 

フィスカル・ポリシーには、政府
せいふ

の歳出
さいしゅつ

を調整
ちょうせい

する政策
せいさく

と、歳入
さいにゅう

を

調整
ちょうせい

する政策
せいさく

があります。 

◆ 歳出
さいしゅつ

を調整
ちょうせい

する政策
せいさく

 

歳 出
さいしゅつ

（国
くに

の支出
ししゅつ

）を調 整
ちょうせい

する政策
せいさく

とは、政府支出
せいふししゅつ

（財政支出
ざいせいししゅつ

）を増減
ぞうげん

させることで、有効
ゆうこう

需要
じゅよう

の過不足
か ふ そ く

を調整
ちょうせい

させる方法
ほうほう

のことです。 

好況時
こうきょうじ

には、政府支出
せいふししゅつ

（財政
ざいせい

支出
ししゅつ

）を減
へ

らして、需要
じゅよう

を抑制
よくせい

します。逆
ぎゃく

に、不況時
ふきょうじ

には、政府支出
せいふししゅつ

（財政
ざいせい

支出
ししゅつ

）を増
ふ

やして公共事業
こうきょうじぎょう

を実施
じっし

し、需
じゅ

要不足
ようぶそく

を解 消
かいしょう

します。 

◆ 歳入
さいにゅう

を調整
ちょうせい

する政策
せいさく

 

歳 入
さいにゅう

（国
くに

の 収 入
しゅうにゅう

）を調 整
ちょうせい

する政策
せいさく

とは、税収
ぜいしゅう

を増減
ぞうげん

させて、消費
しょうひ

や企業
きぎょう

の設備
せ つ び

投資
と う し

を調整
ちょうせい

させる方法
ほうほう

のことです。 

好況時
こうきょうじ

には、増税
ぞうぜい

により、消費
しょうひ

や設備
せつび

投資
とうし

を抑制
よくせい

します。逆
ぎゃく

に、不況時
ふきょうじ

には、減税
げんぜい

により、消費
しょうひ

や設備
せつび

投資
とうし

を刺激
しげき

します。 

しかし、不況時
ふきょうじ

には、将 来
しょうらい

への不安
ふあん

から消費
しょうひ

を控
ひか

えるムードが広
ひろ

がるた

め、減税
げんぜい

政策
せいさく

の効果
こうか

はあまり大
おお

きなものではありません。 

※有効需要
ゆうこうじゅよう

は、「お金
かね

を使
つか

って財
ざい

やサービスを購 入
こうにゅう

する」という貨幣的支
かへいてきし

出
しゅつ

の 力
ちから

の大
おお

きさをあらわします。 

好況時
こうきょうじ

  不況時
ふ き ょ う じ

 

消費
しょうひ

・設備
せ つ び

投資
と う し

 

減
へ

る   増
ふ

える

需要
じ ゅ よ う

 

減
へ

る   増
ふ

える

税収
ぜいしゅう

 

増
ふ

やす  減
へ

らす 

歳入
さいにゅう

の調整
ちょうせい

歳出
さいしゅつ

の調整
ちょうせい

好況時
こうきょうじ

  不況時
ふ き ょ う じ

 

公共投資
こうきょうとうし

 

減
へ

る   増
ふ

える

需要
じ ゅ よ う

 

政府支出
せ い ふ し し ゅ つ

 

減
へ

らす  増
ふ

やす 

減
へ

る   増
ふ

える

政府支出
せいふししゅつ

を増
ふ

やす財源
ざいげん

や、減税
げんぜい

による歳入減
さいにゅうげん

を 補
おぎな

う財源
ざいげん

として

国債
こくさい

を発行
はっこう

すると、金利
き ん り

が上
あ

がる可能性
かのうせい

があります。 

金利
きんり

の 上 昇
じょうしょう

は企業
きぎょう

の投資
とうし

を抑制
よくせい

するため、需要
じゅよう

を増
ふ

やす効果
こ う か

を弱
よわ

めることになります（クラウディング・アウト効果
こうか

という）。 



3．財政
ざ い せ い

政策
せ い さ く

（2） -ビルトイン・スタビライザー- 

 

ビルトイン・スタビライザー（景気
け い き

の自動安定化装置
じどうあんていかそうち

）とは、あらか

じめ組
く

み込
こ

まれた財政
ざいせい

制度
せいど

で、景気
けいき

を自動的
じどうてき

に安定
あんてい

させる 働
はたら

きをするしく

みのことです。主
おも

な制度
せいど

に、累進課税制度
るいしんかぜいせいど

や社会保障制度
しゃかいほしょうせいど

があります。 

◆ ビルトイン・スタビライザーの働
はたら

き 

ビルトイン・スタビライザーは、外生的
がいせいてき

ショック（石油価格
せきゆかかく

の高騰
こうとう

など）

を 吸 収
きゅうしゅう

し、マネーサプライ（世
よ

の中
なか

のお金
かね

の 量
りょう

）を増減
ぞうげん

させて、景気
け い き

を

安定化
あんていか

させる働
はたら

きをします。これは、負
ふ

の乗数効果
じょうすうこうか

を小
ちい

さくするものです。

◆ 累進課税制度
るいしんかぜいせいど

 

累進課税制度
るいしんかぜいせいど

とは、高所得
こうしょとく

になるほど税負担率
ぜいふたんりつ

が増
ふ

えて、低所得
ていしょとく

にな

るほど税負担率
ぜいふたんりつ

が減
へ

るという制度
せいど

です。 

好景気
こうけいき

（所得
しょとく

が増
ふ

えて、失業者
しつぎょうしゃ

が減
へ

る）のときには、税負担
ぜいふたん

も増
ふ

えるた

め、消費
しょうひ

や投資
とうし

を抑制
よくせい

します。逆
ぎゃく

に、不景気
ふ け い き

（所得
しょとく

が減
へ

って、失業者
しつぎょうしゃ

が増
ふ

える）のときには、税負担
ぜいふたん

も減
へ

るため、消費
しょうひ

や投資
とうし

を促進
そくしん

します。 

◆ 社会保障制度
しゃかいほしょうせいど

 

社会保障制度
しゃかいほしょうせいど

とは、病気
びょうき

・ケガ・高齢
こうれい

・失 業
しつぎょう

などで 収 入
しゅうにゅう

が減
へ

ってし

まった場合
ばあい

に、最低限度
さいていげんど

の生活
せいかつ

を保障
ほしょう

するという制度
せいど

です。 

不景気
ふ け い き

のときには、失業者
しつぎょうしゃ

に対
たい

して失業保険
しつぎょうほけん

の給付
きゅうふ

が増加
ぞうか

します。これ

は、失 業
しつぎょう

による所得
しょとく

（消費
しょうひ

）の落
お

ち込
こ

みを抑
おさ

える 働
はたら

きをします。 

好況時
こうきょうじ

  不況時
ふ き ょ う じ

 

失業保険給付
しつぎょうほけんきゅうふ

 

減
へ

る   増
ふ

える

マネーサプライ 

減
へ

る   増
ふ

える

失業者
しつぎょうしゃ

 

減
へ

る   増
ふ

える 

社会保障制度
しゃかいほしょうせいど

累進課税制度
る い し ん か ぜ い せ い ど

好況時
こうきょうじ

  不況時
ふ き ょ う じ

 

税収
ぜいしゅう

 

増
ふ

える   減
へ

る 

所得
しょとく

 

増
ふ

える   減
へ

る 

マネーサプライ 

減
へ

る   増
ふ

える

好景気
こうけいき

（所得
しょとく

が増
ふ

えて、失業者
しつぎょうしゃ

が減
へ

る）には、マネーサプライを減
へ

らして、過熱気味
か ね つ ぎ み

の景気
けいき

を抑制
よくせい

する 働
はたら

きをします。 

逆
ぎゃく

に、不景気
ふ け い き

（所得
しょとく

が減
へ

って、失業者
しつぎょうしゃ

が増
ふ

える）には、マネー

サプライを増
ふ

やして、不振
ふしん

な景気
けいき

を刺激
しげき

する 働
はたら

きをします。 



3．財政
ざ い せ い

政策
せ い さ く

（3） -財政政策
ざいせいせいさく

の効果
こ う か

- 

 

財政政策
ざいせいせいさく

には、経済
けいざい

（ＧＤＰ）を増進
ぞうしん

させる効果
こ う か

があります。しかし、

その効果
こうか

の大
おお

きさは、経済
けいざい

の発展段階
はってんだんかい

に応
おう

じて小
ちい

さくなる可能性
かのうせい

がありま

す。 

政府
せいふ

が公共投資
こうきょうとうし

を 行
おこな

うと、社会資本
しゃかいしほん

（道路
どうろ

、港湾
こうわん

）が整備
せいび

されます。社会
しゃかい

資本
しほん

が 整
ととの

っていると、企業
きぎょう

の生産
せいさん

は増加
ぞ う か

し、新
あら

たな市場
しじょう

での販売
はんばい

も可能
か の う

にな

ります。また、家計
かけい

は交通
こうつう

の便
べん

がよくなることで買
か

い物
もの

などの消費
しょうひ

エリアが広
ひろ

がり、 新
あたら

しい生活
せいかつ

スタイルが生
う

まれます。 

社会
しゃかい

インフラ（公共施設
こうきょうしせつ

）が 整
ととの

っていない発展途上国
はってんとじょうこく

には、公共投資
こうきょうとうし

（道路
どうろ

ができる）は、経済成長
けいざいせいちょう

（ＧＤＰの拡大
かくだい

）に大
おお

きなプラス効果
こ う か

を

もたらします。 

一方
いっぽう

、社会
しゃかい

インフラが 整
ととの

っている先進国
せんしんこく

では、公共投資
こうきょうとうし

（道路
どうろ

ができる）

が経済成長
けいざいせいちょう

に与
あた

えるプラス効果
こ う か

は、小
ちい

さくなります。 

◆ クラウディング・アウト 

政府支出
せいふししゅつ

が民間投資
みんかんとうし

を押
お

しのけてしまうというマイナスの効果
こ う か

のことをク

ラウディング・アウト（押
お

しのけ効果
こ う か

）といいます。 

政府支出
せいふししゅつ

を 行
おこな

う財源
ざいげん

として国債
こくさい

を発行
はっこう

すると、利子率
り し り つ

を 上 昇
じょうしょう

させてし

まいます。 

利子率
り し り つ

が上
あ

がると、民間
みんかん

の投資
とうし

が減 少
げんしょう

するため、結果
けっか

として、経済成長
けいざいせいちょう

（ＧＤＰの拡大
かくだい

）を妨
さまた

げてしまいます。 

発展途上国
はってんとじょうこく

 

道路
ど う ろ

ができる 

 

経済成長
けいざいせいちょう

に 

プラス効果
こ う か

は大
おお

きい

先進国
せんしんこく

 

道路
ど う ろ

ができる 

 

公共投資
こうきょうとうし

の効果
こ う か

 

経済成長
けいざいせいちょう

に 

プラス効果
こ う か

は小
ちい

さい

クラウディング・アウト

押
お

しのけ効果
こ う か

 

経済成長
けいざいせいちょう

を妨
さまた

げる！ 

国債発行
こくさいはっこう

金利上昇
きんりじょうしょう

 民間
みんかん

の投資減少
とうしげんしょう

 



4．財政
ざ い せ い

（1） -政府
せ い ふ

の経済活動
けいざいかつどう

：歳入
さいにゅう

と歳出
さいしゅつ

- 
歳入
さいにゅう

と歳出
さいしゅつ

 

国
くに

や公共団体
こうきょうだんたい

の経済
けいざい

活動
かつどう

（歳 入
さいにゅう

と歳 出
さいしゅつ

を合
あ

わせた政府
せいふ

の活動
かつどう

）のこ

とを財政
ざいせい

といいます。 
歳入
さいにゅう

とは国
くに

の収 入
しゅうにゅう

のことで、国民
こくみん

から集
あつ

めた税金
ぜいきん

と国債
こくさい

（国民
こくみん

からの借 金
しゃっきん

）からなります。 
財政
ざいせい

には、資源配分機能
しげんはいぶんきのう

、所得
しょとく

の再配分機能
さいはいぶんきのう

、経済
けいざい

の安定化
あんていか

機能
き の う

な

どの役割
やくわり

があります。 
一方
いっぽう

、歳出
さいしゅつ

とは国
くに

の支出
ししゅつ

のことで、公共事業
こうきょうじぎょう

や外交
がいこう

などに使
つか

わ

れる費用
ひよう

のことです。 

◆ 資源配分機能
しげんはいぶんきのう

とは何
なに

か 
◆ 一般歳出

いっぱんさいしゅつ

 

資源配分機能
しげんはいぶんきのう

とは、政府
せいふ

が社会資本
しゃかいしほん

（道路
どうろ

、港湾
こうわん

、治山治水施設
ちさんちすいしせつ

）や公 共
こうきょう

サービス（司法
しほう

、国防
こくぼう

、消 防
しょうぼう

、警察
けいさつ

）などの公共財
こうきょうざい

を提供
ていきょう

する役割
やくわり

の

ことです。 

歳 出
さいしゅつ

から、地方交付税交付金
ちほうこうふぜいこうふきん

と国債費
こくさいひ

（国債
こくさい

の元利
がんり

償 還
しょうかん

）を差
さ

し

引
ひ

いたものを一般歳出
いっぱんさいしゅつ

といいます。 

一般歳出
いっぱんさいしゅつ

は、景気
けいき

や経済
けいざい

の 状 況
じょうきょう

に応
おう

じて、政府
せいふ

の裁 量
さいりょう

で内容
ないよう

や規模
き ぼ

が決
き

められる費用
ひよう

であることから、政策的経費
せいさくてきけいひ

と呼
よ

んでいます。 
公共財
こうきょうざい

は、利益
りえき

（儲
もう

け）が出
で

ないために、市場
しじょう

を通
つう

じて分配
ぶんぱい

することが

むずかしい財
ざい

・サービスです。そのため、政府
せいふ

には、公共財
こうきょうざい

を提 供
ていきょう

する役割
やくわり

が期待
きたい

されています。 

一般歳出
いっぱんさいしゅつ

には、社会保障費
しゃかいほしょうひ

、公共事業費
こうきょうじぎょうひ

、防衛費
ぼうえいひ

、文 教
ぶんきょう

・科学
かがく

技術振興費
ぎじゅつしんこうひ

などの項目
こうもく

があります。 

なかでも社会保障費
しゃかいほしょうひ

（年金
ねんきん

・医療
いりょう

・福祉
ふくし

など）は、高齢化
こうれいか

が進
すす

ん

でいることから、毎年
まいとし

「自然増
しぜんぞう

」となり、「歳出増加
さいしゅつぞうか

」の原因
げんいん

となっ

ています。 

◆ 所得
しょとく

の再配分機能
さいはいぶんきのう

とは何
なに

か 

市場
しじょう

を通
つう

じて配分
はいぶん

された所得
しょとく

には格差
かくさ

が 生
しょう

じます。この所得
しょとく

の格差
か く さ

（不公平
ふこうへい

）を是正
ぜ せ い

する役割
やくわり

のことを所得
しょとく

の再配分機能
さいはいぶんきのう

といいます。 

国
くに

の歳入
さいにゅう

と歳出
さいしゅつ

に関
かん

する会計
かいけい

（経済
けいざい

の活 動 状 況
かつどうじょうきょう

の記録
きろく

）を一般会計
いっぱんかいけい

とい

います。年末
ねんまつ

になると、政府
せいふ

は次年度
じ ね ん ど

の

国
くに

の予算
よさん

を決
き

めて発 表
はっぴょう

しています。 

累進課税制度
るいしんかぜいせいど

や社会保障制度
しゃかいほしょうせいど

がその役割
やくわり

を果
は

たしています。 
 

◆ 経済
けいざい

の安定化機能
あんていかきのう

とは何
なに

か 

経済
けいざい

の安定化機能
あんていかきのう

とは、景気
け い き

の変動
へんどう

を調整
ちょうせい

する役割
やくわり

のことです。財政
ざいせい

政策
せいさく

により、経済
けいざい

の安定化
あんていか

を図
はか

ります。 

 



4．財政
ざ い せ い

（2） -プライマリーバランス- 

 

プライマリーバランスとは、国債発行収入
こくさいはっこうしゅうにゅう

を除
のぞ

いた歳入
さいにゅう

（税 収
ぜいしゅう

な

ど）と、国債
こくさい

の利払
り ば ら

いと償還費
しょうかんひ

を除
のぞ

いた歳出
さいしゅつ

（一般歳出
いっぱんさいしゅつ

など）につい

ての基礎的財政収支
きそてきざいせいしゅうし

のことです。これは、国債費関連
こくさいひかんれん

を除
のぞ

いた歳 入
さいにゅう

と歳
さい

出
しゅつ

の釣
つ

り合
あ

い状 態
じょうたい

を見
み

る（分析
ぶんせき

する）ためのものです。 

◆ プライマリーバランスの状態
じょうたい

 

税 収
ぜいしゅう

で一般歳出
いっぱんさいしゅつ

が 賄
まかな

われている状 態
じょうたい

をプライマリーバランスが

均衡
きんこう

しているといいます。財政
ざいせい

（国
くに

の懐 具
ふところぐ

合
あい

）の正 常
せいじょう

な状 態
じょうたい

をあらわし

ます。 

一方
いっぽう

、一般歳出
いっぱんさいしゅつ

が税 収
ぜいしゅう

より大
おお

きくなると、税 収
ぜいしゅう

に加
くわ

えて国債
こくさい

からの

収 入
しゅうにゅう

をあてることになります。これをプライマリーバランスが赤字
あ か じ

である

といいます。 

◆ 日本
にっぽん

のプライマリーバランス 

日本
にっぽん

のプライマリーバランスは、大幅
おおはば

な赤字
あ か じ

が続
つづ

いています。 

国債
こくさい

は、国民
こくみん

からの借 金
しゃっきん

であり、将 来
しょうらい

の国民
こくみん

に返
かえ

さなければならない

ものです。 

プライマリーバランスが赤字
あかじ

とは、将 来
しょうらい

の国民
こくみん

につけを回
まわ

している（現在
げんざい

の生活
せいかつ

を維持
い じ

するために、将 来
しょうらい

の国民
こくみん

から借 金
しゃっきん

している）状 態
じょうたい

です。 

プライマリーバランスを均衡
きんこう

させる（一般歳出
いっぱんさいしゅつ

を税金
ぜいきん

収 入
しゅうにゅう

で 賄
まかな

う）

には、徹底
てってい

した歳出
さいしゅつ

の見
み

直
なお

しが必要
ひつよう

です。 

税収
ぜいしゅう

 

など

一
いっ

般
ぱん

 

歳出
さいしゅつ

 

など

プライマリーバランス

が均衡
きんこう

 

国債収入
こくさいしゅうにゅう

をあてる

一
いっ

般
ぱん

  

歳出
さいしゅつ

 

など
税収
ぜいしゅう

 

など

プライマリーバランス

が赤字
あ か じ

 

プライマリーバランスへの取
と

り組
く

み 

2001年
ねん

5月
がつ

7日
にち

、小泉首相
こいずみしゅしょう

が所信表明演説
しょしんひょうめいえんぜつ

において、プライマリ

ーバランスの均衡
きんこう

を図
はか

るという構造
こうぞう

改革
かいかく

の目 標
もくひょう

を表 明
ひょうめい

しました

（2001年度一般会計予算
ねんどいっぱんかいけいよさん

におけるプライマリーバランスは約
やく

11 兆
ちょう

1400億
おく

円
えん

の赤字
あかじ

）。 

政府
せいふ

は、2010年代
ねんだい

初頭
しょとう

の黒字
く ろ じ

を目指
め ざ

して、財政健全化
ざいせいけんぜんか

に取
と

り組
く

ん

でいます（2007年度一般会計予算
ねんどいっぱんかいけいよさん

におけるプライマリーバランスは約
やく

4

兆
ちょう

4300億
おく

円
えん

の赤字
あかじ

）。 



 

5．金融政策
き ん ゆ う せ い さ く

（1） -金利政策
き ん り せ い さ く

- 

金利政策
きんりせいさく

とは、日本銀行
にっぽんぎんこう

が公定歩合
こうていぶあい

を上
あ

げ下
さ

げすることで、市中金利
しちゅうきんり

に

影 響
えいきょう

を与
あた

える方法
ほうほう

のことです。公定歩合政策
こうていぶあいせいさく

ともいいます。 

金利政策
きんりせいさく

の目的
もくてき

は、企業
きぎょう

の投資活動
とうしかつどう

に刺激
しげき

を与
あた

えることで、マネーサプ

ライを増減
ぞうげん

させることにあります。 

◆ 金融緩和
きんゆうかんわ

と金融引
きんゆうひ

き締
し

め 

景気
けいき

が過熱
かねつ

した場合
ばあい

には、公定歩合
こうていぶあい

を高
たか

く設定
せってい

して金融
きんゆう

を引
ひ

き締
し

めます。

逆
ぎゃく

に、不景気
ふ け い き

の場合
ばあい

には、公定歩合
こうていぶあい

を低
ひく

く設定
せってい

して金融
きんゆう

緩和
かんわ

をはかりま

す。 

◆ 2 つの効果
こ う か

 

金利政策
きんりせいさく

には、アナウンスメント効果
こ う か

とコスト効果
こ う か

という 2 つの効果
こうか

が

あります。アナウンスメント効果
こうか

とは、公定歩合
こうていぶあい

の変更
へんこう

を宣言
せんげん

することによ

る間接的
かんせつてき

な波及効果
はきゅうこうか

です。 

* 公定歩合
こうていぶあい

を上
あ

げる 

公定歩合
こうていぶあい

を上
あ

げるという日本銀行
にっぽんぎんこう

の姿勢
しせい

（スタンス）がわかると、企業
きぎょう

や

個人
こじん

はお金
かね

を借
か

りるのを控
ひか

えるようになります。 

* 公定歩合
こうていぶあい

を下
さ

げる 

公定歩合
こうていぶあい

を下
さ

げるという日本銀行
にっぽんぎんこう

の姿勢
しせい

（スタンス）がわかると、企業
きぎょう

や

個人
こじん

はお金
かね

を借
か

りるようになります。 

 

公定歩合
こうていぶあい

 

公定歩合
こうていぶあい

は、日本銀行
にっぽんぎんこう

が民間銀行
みんかんぎんこう

に貸
か

し出
だ

しを 行
おこな

うときの基準
きじゅん

金利
きんり

として使
つか

われていました。 

しかし、金融
きんゆう

の自由化
じ ゆ う か

により、政策金利
せいさくきんり

としての意味合
い み あ

いがなくな

ったことから、2006年
ねん

8月
がつ

に「基準割引率
きじゅんわりびきりつ

および基
き

準貸付利率
じゅんかしつけりりつ

」に

名称変更
めいしょうへんこう

されました。 

公定歩合
こうていぶあい

の変更
へんこう

の宣言
せんげん

には、景気
けいき

の現 状
げんじょう

や先
さき

行
ゆ

きに対
たい

する日本銀行
にっぽんぎんこう

の判断
はんだん

を示
しめ

す

という意味
い み

があります。 

好景気
こ う け い き

/金融
きんゆう

引
ひ

き締
し

め 不景気
ふ け い き

/金融緩和
き ん ゆ う か ん わ

 

公定歩合
こうていぶあい

を上
あ

げる 公定歩合
こうていぶあい

を下
さ

げる 

↓ ↓ 

市中金利
しちゅうきんり

が上
あ

がる 市中金利
しちゅうきんり

が下
さ

がる 

↓ ↓ 

企業
きぎょう

の投資活動
とうしかつどう

が減
へ

る 企業
きぎょう

の投資活動
とうしかつどう

が増
ふ

える

↓ ↓ 

マネーサプライが減
へ

る マネーサプライが増
ふ

える 



◆ コスト効果
こ う か

 
金利政策
きんりせいさく

からオペレーションへ 

コスト効果
こうか

とは、貸出金利
かしだしきんり

というコスト（費用
ひ よ う

）が変
か

わることによる直
ちょく

接
せつ

的
てき

な効果
こ う か

です。 
これまで、日本銀行

にっぽんぎんこう

は、金利政策
きんりせいさく

（公定歩合政策
こうていぶあいせいさく

）によってマネ

ーサプライ（市場
しじょう

に出回
でまわ

るお金
かね

の 量
りょう

）を調 節
ちょうせつ

し、極 端
きょくたん

なインフレ

やデフレが起
お

こらないようにしてきました。 * 公定歩合
こうていぶあい

を上
あ

げる 

公定歩合
こうていぶあい

が上
あ

がると、民間銀行
みんかんぎんこう

は、日本銀行
にっぽんぎんこう

からお金
かね

を借
か

りるコストが増
ふ

えるため、貸出金利
かしだしきんり

を引
ひ

き上
あ

げます。 

ところが、1980年代
ねんだい

の中頃
なかごろ

から金融
きんゆう

の自由化
じ ゆ う か

が進
すす

み、公定
こうてい

歩合
ぶあい

と

市場金利
しじょうきんり

が連動
れんどう

しなくなりはじめました。 

すると、企業
きぎょう

や個人
こじん

はお金
かね

を借
か

りるのを控
ひか

えるので、民間
みんかん

銀行
ぎんこう

が日本銀行
にっぽんぎんこう

から借
か

りるお金
かね

の 量
りょう

（ハイパワードマネー）が減
へ

ります。その結果
けっか

、マネー

サプライも減 少
げんしょう

します。 

資金調達方法
しきんちょうたつほうほう

の多様化
た よ う か

が進
すす

んだため、民間銀行
みんかんぎんこう

は、公定
こうてい

歩合
ぶあい

で

日本銀行
にっぽんぎんこう

からお金
かね

を借
か

りなくても、市場
しじょう

から安
やす

い金利
きんり

で資金
しきん

を調 達
ちょうたつ

できるようになりました。 

その結果
けっか

、金利政策
きんりせいさく

（公定歩合政策
こうていぶあいせいさく

）は、以前
いぜん

のように効果
こうか

をあら

わさなくなっています。 

* 公定歩合
こうていぶあい

を下
さ

げる 

公定歩合
こうていぶあい

が下
さ

がると、民間銀行
みんかんぎんこう

は、日本銀行
にっぽんぎんこう

からお金
かね

を借
か

りるコストが減
へ

るため、貸出金利
かしだしきんり

を引
ひ

き下
さ

げます。 現在
げんざい

、金融政策
きんゆうせいさく

は国債
こくさい

や手形
てがた

などを売買
ばいばい

する公開市場操作
こうかいしじょうそうさ

（オ

ペレーション）を中 心
ちゅうしん

に 行
おこな

っています。日本銀行
にっぽんぎんこう

が、民間銀行
みんかんぎんこう

に

供 給
きょうきゅう

（または、民間銀行
みんかんぎんこう

から 吸 収
きゅうしゅう

）する金額
きんがく

を決
き

められるため、

マネーサプライの調 整
ちょうせい

が容易
ようい

に 行
おこな

えるからです。 

すると、企業
きぎょう

や個人
こじん

はお金
かね

を借
か

りやすくなるので、民間銀行
みんかんぎんこう

が日本銀行
にっぽんぎんこう

か

ら借
か

りるお金
かね

の 量
りょう

（ハイパワードマネー）が増
ふ

えます。その結果
けっか

、マネーサ

プライが増
ぞう

加
か

します。 

 

 

 

 

金融政策
きんゆうせいさく

の中心
ちゅうしん

公定歩合
こうていぶあい

の変更
へんこう

を宣言
せんげん

 
アナウンスメント効果

こ う か

 
間接的
かんせつてき

な波及効果
はきゅうこうか

 
公開市場操作
こうかいしじょうそうさ

（オペレーション） 

 貸出金利
かしだしきんり

の変動
へんどう

 国債
こくさい

や手形
て が た

を売買
ばいばい

 
コスト効果

こ う か

 
直接的
ちょくせつてき

な波及効果
はきゅうこうか

  



5．金融政策
き ん ゆ う せ い さ く

（2） -公定歩合
こ う て い ぶ あ い

- 
規制金利時代
き せ い き ん り じ だ い

における公定歩合
こうていぶあい

の影響
えいきょう

 

これまで、公定歩合
こうていぶあい

は、日本銀行
にっぽんぎんこう

が民間銀行
みんかんぎんこう

に貸
か

し出
だ

しを 行
おこな

うときの

基準金利
きじゅんきんり

として使
つか

われていました。 
かつて、政府

せいふ

が金利水準
きんりすいじゅん

を決
き

めていた規制金利
きせいきんり

の時代
じだい

には、公定歩
こうていぶ

合
あい

は市中金利
しちゅうきんり

の基準金利
きじゅんきんり

として、銀行
ぎんこう

金利
き ん り

や為替
か わ せ

レートに影響
えいきょう

を

与
あた

えてきました。しかし、金融
きんゆう

の自由化
じ ゆ う か

が進
すす

められ、市中金利
しちゅうきんり

は市場
しじょう

（コール市場
しじょう

）の需 給
じゅきゅう

で決
き

められるようになり、公定歩合
こうていぶあい

の上
あ

げ下
さ

げ

が銀行
ぎんこう

の金利
き ん り

に直接影響
ちょくせつえいきょう

を与
あた

えることはなくなりました。 

しかし、金融
きんゆう

の自由化
じ ゆ う か

が進
すす

められた結果
けっか

、金利
きんり

は自由金利
じゆうきんり

（市場金利
しじょうきんり

）

を中 心
ちゅうしん

に決定
けってい

されるようになり、公定歩合
こうていぶあい

は基準金利
きじゅんきんり

ではなくなりまし

た。 

現在
げんざい

、公定歩合
こうていぶあい

はロンバート型貸出制度
がたかしだしせいど

（2001（平成
へいせい

13）年
ねん

3月
がつ

16日
にち

導 入
どうにゅう

）において、金融機関
きんゆうきかん

が日本銀行
にっぽんぎんこう

から短期資金
たんきしきん

を借
か

りるときの基準金
きじゅんきん

利
り

として利用
りよう

されています。 

◆ 銀行金利
ぎんこうきんり

への影響
えいきょう

 

規制金利時代
きせいきんりじだい

には、公定歩合
こうていぶあい

は民間銀行
みんかんぎんこう

の借入
かりいれ

コストの基準
きじゅん

であっ

たため、民間銀行
みんかんぎんこう

の金利
きんり

は、公定歩合
こうていぶあい

に連動
れんどう

して決
き

まりました。 
2006（平成

へいせい

18）年
ねん

8月
がつ

11日
にち

、日本銀行
にっぽんぎんこう

は、公定歩合
こうていぶあい

に政策
せいさく

金利
きんり

としての

意味合
い み あ

いがなくなったことから、「公定歩合
こうていぶあい

」という用語
ようご

を「基準割引率
きじゅんわりびきりつ

お

よび基準貸付利率
きじゅんかしつけりりつ

」に名称変更
めいしょうへんこう

しました。 

公定歩合
こうていぶあい

が高
たか

くなると銀行
ぎんこう

の貸出金利
かしだしきんり

が上
あ

がり、公定歩合
こうていぶあい

が下
さ

がる

と銀行
ぎんこう

の貸出金利
かしだしきんり

が下
さ

がるという関係
かんけい

にありました。 

 ＜ 公定歩合
こうていぶあい

（基準割引率
きじゅんわりびきりつ

および基準貸付利率
きじゅんかしつけりりつ

）の推移
すいい

 ＞
◆ 為替

か わ せ

レートへの影響
えいきょう

 

 

 
1995（平成

へいせい

7）年
ねん

9月
がつ

 年
ねん

0.50％ 
公定歩合
こうていぶあい

が上
あ

がると、民間銀行
みんかんぎんこう

の預金金利
よ き ん き ん り

が上
あ

がります。海外
かいがい

の

投資家
と う し か

は円
えん

で預金
よきん

しようとするため、ドルを売
う

って円
えん

を買
か

う人
ひと

が増
ふ

え

て、為替
かわせ

レートは、円高
えんだか

/ドル安
やす

に誘導
ゆうどう

されるという関係
かんけい

にありました。 

2001（平成
へいせい

13）年
ねん

2月
がつ

13日
にち

 年
ねん

0.35％（ロンバート型貸
がたかし

出制度
だしせいど

の

導 入
どうにゅう

に先立
さきだ

ち） 

2001（平成
へいせい

13）年
ねん

3月 1 日
がつついたち

 年
ねん

0.25％ 
逆
ぎゃく

に、公定歩合
こうていぶあい

が下
さ

がると、民間銀行
みんかんぎんこう

の預金金利
よ き ん き ん り

が下
さ

がります。

国内
こくない

の投資家
と う し か

は金利
きんり

の高
たか

いドル通貨
つうか

で預金
よきん

しようとするため、円
えん

を売
う

ってドルを買
か

う人
ひと

が増
ふ

えて、為替
かわせ

レートは、円安
えんやす

/ドル高
だか

に誘導
ゆうどう

される

という関係
かんけい

にありました。 

2001（平成
へいせい

13）年
ねん

9月
がつ

19日
にち

 年
ねん

0.10％ 

2006（平成
へいせい

18）年
ねん

7月
がつ

14日
か

 年
ねん

0.40％（ゼロ金利政策
きんりせいさく

の解除
かいじょ

により）

2007（平成
へいせい

19）年
ねん

2月
がつ

21日
にち

 年
ねん

0.75％ 



5．金融政策
き ん ゆ う せ い さ く

（3） -公開市場操作
こうかいしじょうそうさ

- 

 

公開市場操作
こうかいしじょうそうさ

（オペレーション）とは、日本銀行
にっぽんぎんこう

が短期金融
たんききんゆう

市場
しじょう

で民
みん

間金融機関
かんきんゆうきかん

を相手
あいて

に国債
こくさい

や手形
てがた

を売買
ばいばい

することで、市場
しじょう

に資金
し き ん

を供 給
きょうきゅう

（または吸 収
きゅうしゅう

）して、無担保
む た ん ぽ

コール翌日物
よくじつもの

（オーバーナイト物
もの

）の金利
き ん り

を誘導
ゆうどう

する方法
ほうほう

です。 

公開市場操作
こうかいしじょうそうさ

には、資金吸収
しきんきゅうしゅう

オペレーションと資金供給
しきんきょうきゅう

オペレーシ

ョンがあります。 

◆ 資金吸収
しきんきゅうしゅう

オペレーション（売
う

りオペレーション） 

資金吸収
しきんきゅうしゅう

オペレーションとは、日本銀行
にっぽんぎんこう

が国債
こくさい

や手形
てがた

などを民間金融
みんかんきんゆう

機関
きかん

に売 却
ばいきゃく

して市場
しじょう

の余剰資金
よじょうしきん

を吸 収
きゅうしゅう

することです。売
う

りオペレーシ

ョンともいいます。 

資金吸収
しきんきゅうしゅう

オペレーションには、国債売現先
こくさいうりげんさき

オペ、短国売却
たんこくばいきゃく

オペ、手形
てがた

売
うり

出
だし

オペがあります。 

◆ 資金吸収
しきんきゅうしゅう

オペレーションは金融引
きんゆうひ

き締
し

め 

好景気
こうけいき

で、市場
しじょう

に流 通
りゅうつう

するお金
かね

が余
あま

っている（インフレ気味
ぎ み

）ときには、

資金吸収
しきんきゅうしゅう

オペレーションで市場
しじょう

のお金
かね

を 吸 収
きゅうしゅう

します。 

すると、日本銀行
にっぽんぎんこう

においてある民間金融機関
みんかんきんゆうきかん

の当座預金
とうざよきん

残高
ざんだか

が減
へ

ります。

金融市場
きんゆうしじょう

で貸
か

し借
か

り（融通
ゆうずう

）されるお金
かね

（資金量
しきんりょう

）が少
すく

なくなることから、

金利
き ん り

は上
あ

がり（有価証券
ゆうかしょうけん

の価格
か か く

は下
さ

がる）ます。資金吸収
しきんきゅうしゅう

オペレーシ

ョンは、金融引
きんゆうひ

き締
し

め政策
せいさく

となります。 

日本銀行
にっぽんぎんこう

がオペレーション（資金
しきん

の

供 給
きょうきゅう

・吸 収
きゅうしゅう

）を通
つう

じて、日々
ひ び

、無担保
む た ん ぽ

コール翌日物
よくじつもの

（オーバーナイト物
もの

）の金利
きんり

を調 整
ちょうせい

することを金融調節
きんゆうちょうせつ

というよ 

好景気
こ う け い き

（インフレ気味
ぎ み

） 不景気
ふ け い き

（デフレ気味
ぎ み

） 

資金吸収
しきんきゅうしゅう

オペ 資金供給
しきんきょうきゅう

オペ 

当座預金
と う ざ よ き ん

残高
ざんだか

が減
へ

る 当座預金
と う ざ よ き ん

残高
ざんだか

が増
ふ

える 

↓ ↓ 

コールレートを上
あ

げる コールレートを下
さ

げる 

↓ ↓ 

市中金利
しちゅうきんり

が上
あ

がる 市中金利
しちゅうきんり

が下
さ

がる 

有価証券
ゆうかしょうけん

の価格
か か く

は下
さ

がる 有価証券
ゆうかしょうけん

の価格
か か く

は上
あ

がる 

↓ ↓ 

マネーサプライが減
へ

る マネーサプライが増
ふ

える 

金融
きんゆう

引
ひ

き締
し

め 金融緩和
き ん ゆ う か ん わ

 



◆ 資金供給
しきんきょうきゅう

オペレーション（買
か

いオペレーション） 

短期金融市場
たんききんゆうしじょう

 
資金供給
しきんきょうきゅう

オペレーションとは、日本銀行
にっぽんぎんこう

が国債
こくさい

や手形
てがた

などを民
みん

間
かん

金
きん

融
ゆう

機関
きかん

から購 入
こうにゅう

して、市場
しじょう

に資金
し き ん

を供 給
きょうきゅう

することで、買
か

いオペレーショ

ンともいいます。 

金融機関
きんゆうきかん

を主
おも

な取引参加者
とりひきさんかしゃ

として、お金
かね

の貸
か

し借
か

りを 行
おこな

う場
ば

を金
きん

融市場
ゆうしじょう

といいます。 

資金供給
しきんきょうきゅう

オペレーションには、共通担保
きょうつうたんぽ

オペ、国債買現先
こくさいかいげんさき

オペ、短
たん

国
こく

買
かい

入
いれ

オペ、ＣＰ等買現先
とうかいげんさき

オペ、国債買入
こくさいかいいれ

オペがあります。 

金融市場
きんゆうしじょう

のうち、期間
きかん

1年未満
ねんみまん

の金融取引
きんゆうとりひき

が 行
おこな

われる市場
しじょう

を短期
た ん き

金融市場
きんゆうしじょう

（マネーマーケット）といいます。 

短期金融市場
たんききんゆうしじょう

は、金融機関
きんゆうきかん

や一般
いっぱん

の事業法人
じぎょうほうじん

が資金
しきん

を調 達
ちょうたつ

する場
ば

で、日本銀行
にっぽんぎんこう

が公開市場操作
こうかいしじょうそうさ

などを行
おこな

って金融
きんゆう

を調節
ちょうせつ

する場
ば

に

もなっています。 

◆ 資金供給
しきんきょうきゅう

オペレーションは金融緩和
きんゆうかんわ

 

不景気
ふ け い き

で、市場
しじょう

に流 通
りゅうつう

するお金
かね

が足
た

りない（デフレ気味
ぎ み

）のときには、

資金供給
しきんきょうきゅう

オペレーションで市場
しじょう

にお金
かね

を 供 給
きょうきゅう

します。 

すると、日本銀行
にっぽんぎんこう

においてある民間金融機関
みんかんきんゆうきかん

の当座預金
とうざよきん

残高
ざんだか

が増
ふ

えます。

金融市場
きんゆうしじょう

で融通
ゆうずう

される資金量
しきんりょう

が増
ふ

えるので、金利
き ん り

は下
さ

がり（有価証券
ゆうかしょうけん

の

価格
か か く

は上
あ

がる）ます。資金供給
しきんきょうきゅう

オペレーションは、金融緩和政策
きんゆうかんわせいさく

となり

ます。 

無担保
む た ん ぽ

コール翌日物
よくじつもの

（オーバーナイト物
もの

） 

金融機関
きんゆうきかん

が短期資金
たんきしきん

を必要
ひつよう

とする時
とき

は、通 常
つうじょう

、銀行間同士
ぎんこうかんどうし

でお金
かね

を

貸
か

し借
か

りするコール市場
しじょう

を利用
りよう

します。 

 

 金融
きんゆう

政策
せいさく

の中心手段
ちゅうしんしゅだん

 

無担保
む た ん ぽ

コール翌日物
よくじつもの

（オーバーナイト物
もの

）とは、コール市場
しじょう

（銀
ぎん

行間同士
こうかんどうし

でお金
かね

を貸
か

し借
か

りする市場
しじょう

）で、銀行同士
ぎんこうどうし

が無担保
む た ん ぽ

で翌
よく

日
じつ

返
へん

済
さい

の短期資金
たんきしきん

を貸
か

し借
か

りするものです。 

 

オペレーション 

（公開市場操作
こ う か い し じ ょ う そ う さ

）

その金利水準
きんりすいじゅん

は、金融調節
きんゆうちょうせつ

の誘導目標
ゆうどうもくひょう

となっています（量的緩
りょうてきかん

和策
わさく

の導入時
どうにゅうじ

（2001年
ねん

3月
がつ

～2006年
ねん

3月
がつ

）を除
のぞ

く）。 
1996年

ねん

からは、オペレーション（公開市場操作
こうかいしじょうそうさ

）

が金
きん

融
ゆう

政
せい

策
さく

の中心手段
ちゅうしんしゅだん

となっています。 



5．金融政策
き ん ゆ う せ い さ く

（4） -法定準備率操作
ほうていじゅんびりつそうさ

- 
好景気
こ う け い き

/金融
きんゆう

引
ひ

き締
し

め 不景気
ふ け い き

/金融緩和
き ん ゆ う か ん わ

 
法定準備率操作
ほうていじゅんびりつそうさ

とは、日本銀行
にっぽんぎんこう

が法定準備率
ほうていじゅんびりつ

を上
あ

げ下
さ

げすることで、

民間銀行
みんかんぎんこう

が貸出
かしだ

しに回
まわ

せるお金
かね

の 量
りょう

を増減
ぞうげん

させる方法
ほうほう

のことです。 
法定準備率
ほうていじゅんびりつ

を上
あ

げる 法定準備率
ほうていじゅんびりつ

を下
さ

げる 

↓ ↓ 
民間銀行
みんかんぎんこう

は、預金者
よきんしゃ

が預金
よきん

を引
ひ

き出
だ

すことを想定
そうてい

して、預金
よきん

の一定割合
いっていわりあい

の現金
げんきん

を準備
じゅんび

しておく（日銀
にちぎん

に預
あず

ける）必要
ひつよう

があります。この割合
わりあい

を法
ほう

定
てい

準備率
じゅんびりつ

といいます。日本銀行
にっぽんぎんこう

は、法定準備率
ほうていじゅんびりつ

を操作
そうさ

することで、金融機関
きんゆうきかん

の貸
か

し出
だ

し能 力
のうりょく

に 働
はたら

きかけて、マネーサプライを調節
ちょうせつ

します。 

民間
みんかん

銀行
ぎんこう

の貸出
か し だ

しや

証券投資
しょうけんとうし

が減
へ

る 

民間
みんかん

銀行
ぎんこう

の貸出
か し だ

しや

証券投資
しょうけんとうし

が増
ふ

える 

↓ ↓ 

マネーサプライが増
ふ

える マネーサプライが減
へ

る ◆ 金融引
きんゆうひ

き締
し

め 

好景気
こうけいき

のときには、法定準備率
ほうていじゅんびりつ

を上
あ

げます。すると、民間
みんかん

銀行
ぎんこう

が貸出
かしだ

し

や証券投資
しょうけんとうし

に回
まわ

せるお金
かね

の 量
りょう

が減
へ

るので、マネーサプライが減
へ

ります。 

＜ 金融政策
きんゆうせいさく

 ＞ 
これは、金融引

きんゆうひ

き締
し

め政策
せいさく

になります。 

好景気
こうけいき

 公定歩合
こうていぶあい

を上
あ

げる 金融引
きんゆうひ

き締
し

め 
◆ 金融緩和

きんゆうかんわ

 金利政策
きんりせいさく

 

 

不景気
ふ け い き

のときには、法定準備率
ほうていじゅんびりつ

を下
さ

げます。すると、民間
みんかん

銀行
ぎんこう

が貸出
かしだ

し

や証券投資
しょうけんとうし

に回
まわ

せるお金
かね

の 量
りょう

が増
ふ

えるので、マネーサプライが増
ふ

えます。

これは、金融緩和政策
きんゆうかんわせいさく

になります。 

 

不景気
ふ け い き

 公定歩合
こうていぶあい

を下
さ

げる 金融緩和
きんゆうかんわ

 

好景気
こうけいき

 資金吸収
しきんきゅうしゅう

オペレーション 金融引
きんゆうひ

き締
し

め 
公開市場操作
こうかいしじょうそうさ

 

不景気
ふ け い き

 資金供給
しきんきょうきゅう

オペレーション 金融緩和
きんゆうかんわ

 
※法定準備率操作
ほうていじゅんびりつそうさ

は、ほかに、預金準備率操作
よきんじゅんびりつそうさ

、支払準備率操作
しはらいじゅんびりつそうさ

、

準備率操作
じゅんびりつそうさ

などの言
い

い方
かた

があります。 
好景気
こうけいき

 法定準備率
ほうていじゅんびりつ

を上
あ

げる 金融引
きんゆうひ

き締
し

め 
法定準備率操作
ほうていじゅんびりつそうさ

 

※法定準備率操作
ほうていじゅんびりつそうさ

は、1991年
ねん

10月
がつ

16日
にち

以降行
いこうおこな

われていません。 不景気
ふ け い き

 法定準備率
ほうていじゅんびりつ

を下
さ

げる 金融緩和
きんゆうかんわ

 


